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海街 Library８月号 
～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

 ８月に入り立秋の頃となりました。暦の上
では秋ですが、これからが暑さは厳しくな
りそうです。 
 今年は夏野菜の日焼けが目立ち、スイカ
やとうもろこし、トマト等食べ頃にはスカス
カしています。直射日光が当たりすぎて熱
中症状態なのかもしれません。 
 まだまだコロナ感染も拡大していますが、
行動制限もないことからイベント開催もど
う判断していくか悩ましいところです。７月
の「夏のおはなし会」は、夏休み中でもあ
り子供たち対象なので、中止をいたしまし
た。また頃合いを見計らって、安心して楽し
めるおはなし会を実施したいと思います。 
 「大人のためのかたりの交流会」は予定
通り開催する事ができました。お話を大人
にも楽しんでもらいたいと思い毎年計画し
ていますが、今年は聞きに来て下さる方が
少し増えて語り手も程よい緊張感で、これ
までにない語りが出来たと思います。読み
聞かせや語り（ストーリーテリング）は語り
手と聞き手の双方が共に醸し出す空気が
あるもので、聞き手のまなざしや存在感も
何かを語っているのではと私は解釈してい
ます。また、一生懸命お話を届けようと頑
張っている語り手の姿に心打たれました。 
 今私が楽しみにしているのは、毎週金曜
日に放送されるラジオ番組「高橋源一郎
の飛ぶ教室」を聴く事です。スマホのアプ
リを使うと聞き流しで何度でも聞き返し本
に関する情報が得られ多くの学びがありま
す。今気になる本の紹介や作家や翻訳家
を招き対談、８月はスペシャル番組が予定
されていて戦争や平和についての文学を
ゲストと思いっきり語られることと思いま
す。愉しみ満載で今からワクワクしていま
す。 
 「コロナ対策宣言」が出されましたが、日
常の小さな楽しみを見つけて健康に過ご
してほしいものです。 

【文・牛深図書館長】 

7月 4日（月）                牛深図書館 

職場体験  
牛深東中学校の生徒さん２人に読み聞かせや

図書館のことについて講習を行いました。 

熱心に説明を聞き取り組んでいた姿がとても

印象的でした。 

7月 24日（日）               牛深図書館 

かたりの交流会を開催しました  
新型コロナウイルスの影響もあり１年ぶりの開

催となりましたが、聴きに来てくださった方も

多く大盛り上がりの楽しい会となりました。 

 

特集展示１ 

平和図書展示  
今年日本では終戦から７７年、沖縄本土返還か

ら５０年の節目となりました。 

諸外国ではウクライナへの軍事侵攻など戦禍が

広がっています。今一度戦争とは何か、平和と

は何か、考える夏にしてみませんか。 

牛深図書館では戦争や平和に関する資料を常設 
展示と特集展示の２か所で展示しています。 

※次回開催時は
改めてお知らせ
いたします 



【休館日】8 月 1 日（月）、8 日(月)、15 日(月)、2２日(月) 、29 日(月) 

 

   

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・新型コロナウイルスを知る 

・夏の高校野球 

・怖い本集めました など 

【児童】 

・季節の絵本（８月） 

・読み聞かせボランティアおすすめ本 

 
 

・『ちゃぷちゃぷぷーん』    得田之久／文 

・『ぜったいにおしちゃダメ?』 

ビル・コッター／さく 

・『くみたて』         田中達也／作 

・『おばけのかわをむいたら』たなかひかる／著 

・『ワクワク!かわいい!自由工作大じてん』    

成美堂出版編集部／編 

・『スクラッチ』        歌代 朔／作 

・『戦争が町にやってくる』 

ロマナ・ロマニーシン／作 

・『ひろしまの満月』      中澤晶子／作 

新着図書 
児童 

天草市立 

図書館HP 

 

 

 

・『たそがれの侵入者』     赤川次郎／著 

・『広重ぶるう』        梶よう子／著 

・『決断の刻』         堂場瞬一／著 

・『棘の家』          中山七里／著 

・『チコちゃんの素朴なギモン 365』 

NHK「チコちゃんに叱られる!」制作班／監修 

・『図解でわかる 14歳から考える民主主義』 

インフォビジュアル研究所／著 

・『アリエナイ毒性学事典』    くられ／文 

・『なかなか解けないなぞ解きに挑戦しません

か?』               暇謎／著 

一般 

※図書館 HP「図書
館おすすめの本」
もご覧ください 

～おすすめ本紹介～ 

「天上の葦」 太田 愛／著 

 いつもラジオを聴きながら編み物をしています。今はもう終了してしまった番組「久米宏ラジ

オなんですけど」の中で脚本家・小説家の太田愛さんとの対談があり、自身の著書である「天上

の葦」を紹介されました。この小説はアジア太平洋戦争を題材にしたミステリーです。 

 太田愛さんは「この小説は今書かなければならないと思ったし、硬派のテーマをあえてエンタ

ーテイメントのかたちで描くのは広く多くの人たちにも読んで知ってほしいからだ」と語られて

いました。また戦争時の新聞をくまなく読んで当時のメディアの影響がどのように民衆の元へ届

いたのかにも焦点を当てたそうです。「情報を担うメディアを操作することで現実と異なる世界

を人に信じさせることが可能ですから」と。 

 読み進めるとミステリー仕立てで思わずのめり込んでいくストーリーの展開が素晴らしく、長

編でありながら飽きさせない物語です。現代の私たちが何を選ぶか、何に耳を傾けるかが一人一

人に問われているのだと感じます。現代の公安警察は戦時中の特別高等警察（とっこう）の流れ

を汲んでいることや９０歳以上の方々が満州事変の頃から社会の空気が変わったと感じたことな

どは、己の無知さを知ると共に衝撃でした。戦争体験のある世代が少なくなっていく今、残され

た人達が平和の尊さを語り継ぐきっかけになればと思います。最後に世界で行われている戦争が

早く終わりますように。   

（牛深図書館利用者様） 

市役所各課とのコラボ展示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化課×天草市立図書館 

天草市キリシタン 
資料館に行こう！ 

※恐竜の島博物館推進室×天草市立図書館「恐竜の島博物館

推進室コラボコーナー」も 8月３１日まで展示しています 


